
2024年 12月 29日 

主日礼拝 

 

 

《礼拝》 

 

 

礼拝讃美歌⇒453番（旧 123番）（SK姉） 

『天つ御座を』 

 

 

聖書⇒マタイによる福音書 2章 19~23節（MM姉） 

『ヘロデが死ぬと、主の天使がエジプトにいるヨセフに夢で現れて、言った。「起きて、子供とその母親を連

れ、イスラエルの地に行きなさい。この子の命をねらっていた者どもは、死んでしまった。」そこで、ヨセフ

は起きて、幼子とその母を連れて、イスラエルの地へ帰って来た。しかし、アルケラオが父ヘロデの跡を継い

でユダヤを支配していると聞き、そこに行くことを恐れた。ところが、夢でお告げがあったので、ガリラヤ地

方に引きこもり、ナザレという町に行って住んだ。「彼はナザレの人と呼ばれる」と、預言者たちを通して言

われていたことが実現するためであった。』 

 

讃美歌⇒110番 

『優しくも愛らしき』 

 

 

聖書⇒ルカによる福音書 23章 33~34節（NH兄） 

『「されこうべ」と呼ばれている所に来ると、そこで人々はイエスを十字架につけた。犯罪人も、一人は右に

一人は左に、十字架につけた。〔そのとき、イエスは言われた。「父よ、彼らをお赦しください。自分が何を

しているのか知らないのです。」〕』 

 

聖書⇒ローマの信徒への手紙 5章 8~10節（NH兄） 

『しかし、わたしたちがまだ罪人であったとき、キリストがわたしたちのために死んでくださったことによ

り、神はわたしたちに対する愛を示されました。それで今や、わたしたちはキリストの血によって義とされ

たのですから、キリストによって神の怒りから救われるのは、なおさらのことです。敵であったときでさえ、

御子の死によって神と和解させていただいたのであれば、和解させていただいた今は、御子の命によって救

われるのはなおさらです。』 

 

聖書⇒ヨハネによる福音書 15章 12~14節 

『わたしがあなたがたを愛したように、互いに愛し合いなさい。これがわたしの掟である。友のために自分



の命を捨てること、これ以上に大きな愛はない。わたしの命じることを行うならば、あなたがたはわたしの

友である。』 

 

礼拝讃美歌⇒260番（旧 309番） 

『恵みに輝き』 

 

＜祈＞ 

 

 

 

《パン裂き》 

 

 

聖書⇒コリントの信徒への手紙一 11章 23~28節（KH兄） 

『わたしがあなたがたに伝えたことは、わたし自身、主から受けたものです。すなわち、主イエスは、引き渡

される夜、パンを取り、感謝の祈りをささげてそれを裂き、「これは、あなたがたのためのわたしの体である。

わたしの記念としてこのように行いなさい」と言われました。また、食事の後で、杯も同じようにして、「こ

の杯は、わたしの血によって立てられる新しい契約である。飲む度に、わたしの記念としてこのように行いな

さい」と言われました。だから、あなたがたは、このパンを食べこの杯を飲むごとに、主が来られるときまで、

主の死を告げ知らせるのです。従って、ふさわしくないままで主のパンを食べたり、その杯を飲んだりする者

は、主の体と血に対して罪を犯すことになります。だれでも、自分をよく確かめたうえで、そのパンを食べ、

その杯から飲むべきです。』 

 

（式） 

 

礼拝讃美歌⇒146番（旧番） 

『小羊の血にて』 

 

 

 

《建徳》 

 

聖書⇒マタイによる福音書 2章 13~15節（NH兄） 

『占星術の学者たちが帰って行くと、主の天使が夢でヨセフに現れて言った。「起きて、子供とその母親を連

れて、エジプトに逃げ、わたしが告げるまで、そこにとどまっていなさい。ヘロデが、この子を探し出して殺

そうとしている。」ヨセフは起きて、夜のうちに幼子とその母を連れてエジプトへ去り、ヘロデが死ぬまでそ

こにいた。それは、「わたしは、エジプトからわたしの子を呼び出した」と、主が預言者を通して言われてい

たことが実現するためであった。』 



聖書⇒マタイによる福音書 1章 19節 

『夫ヨセフは正しい人であったので、マリアのことを表ざたにするのを望まず、ひそかに縁を切ろうと決心し

た。』 

 

聖書⇒ルカによる福音書 23章 45節 

『太陽は光を失っていた。神殿の垂れ幕が真ん中から裂けた。』 

 

聖書⇒ヨハネの黙示録 22章 5節 

『もはや、夜はなく、ともし火の光も太陽の光も要らない。神である主が僕たちを照らし、彼らは世々限りな

く統治するからである。』 

 

聖書⇒マタイによる福音書 4章 42節 

『イエスは、ヨハネが捕らえられたと聞き、ガリラヤに退かれた。』 

 

聖書⇒詩編 18編 29節 

『主よ、あなたはわたしの灯を輝かし／ 

神よ、あなたはわたしの闇を照らしてくださる。』 

 

 

聖書⇒ヤコブの手紙 3章 13~17節（KH姉） 

『あなたがたの中で、知恵があり分別があるのはだれか。その人は、知恵にふさわしい柔和な行いを、立派な

生き方によって示しなさい。しかし、あなたがたは、内心ねたみ深く利己的であるなら、自慢したり、真理に

逆らってうそをついたりしてはなりません。そのような知恵は、上から出たものではなく、地上のもの、この

世のもの、悪魔から出たものです。ねたみや利己心のあるところには、混乱やあらゆる悪い行いがあるからで

す。上から出た知恵は、何よりもまず、純真で、更に、温和で、優しく、従順なものです。憐れみと良い実に

満ちています。偏見はなく、偽善的でもありません。』 

 

聖書⇒マタイによる福音書 16章 21~23節 

『このときから、イエスは、御自分が必ずエルサレムに行って、長老、祭司長、律法学者たちから多くの苦し

みを受けて殺され、三日目に復活することになっている、と弟子たちに打ち明け始められた。すると、ペトロ

はイエスをわきへお連れして、いさめ始めた。「主よ、とんでもないことです。そんなことがあってはなりま

せん。」イエスは振り向いてペトロに言われた。「サタン、引き下がれ。あなたはわたしの邪魔をする者。神の

ことを思わず、人間のことを思っている。」』 

 

聖書⇒コリントの信徒への手紙一 2章 6~8節 

『しかし、わたしたちは、信仰に成熟した人たちの間では知恵を語ります。それはこの世の知恵ではなく、ま

た、この世の滅びゆく支配者たちの知恵でもありません。わたしたちが語るのは、隠されていた、神秘として

の神の知恵であり、神がわたしたちに栄光を与えるために、世界の始まる前から定めておられたものです。こ



の世の支配者たちはだれ一人、この知恵を理解しませんでした。もし理解していたら、栄光の主を十字架につ

けはしなかったでしょう。』 

 

聖書⇒コリントの信徒への手紙一 2章 1~2節 

『兄弟たち、わたしもそちらに行ったとき、神の秘められた計画を宣べ伝えるのに優れた言葉や知恵を用いま

せんでした。なぜなら、わたしはあなたがたの間で、イエス・キリスト、それも十字架につけられたキリスト

以外、何も知るまいと心に決めていたからです。』 

 

 

 

讃美歌⇒355番（KH兄） 

『主はいのちを』 

 

 

 

《建徳要旨》 


